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� 荒川上流部改修100周年実行委員会

平成30年に荒川上流部の近代改修から100年を迎えることから、これを契機として、荒川地域の方々に

荒川の改修の歴史、地形、特性を改めて認識して頂くため、荒川上流域での効果的な広報・啓発活動を
実施することを目的として、荒川1国管理区間)に関係する自治体、都県、河川管理者等で構成する「荒川
上流部改修100周年実行委員会」を設立。

� 委員会メンバー
３０機関 ： 荒川上流部改修に関係する沿川自治体首長、東京都、埼玉県、国、水資源機構

※第1回実行委員会を、平成30年1月17日に開催 （当日は、8自治体首長が出席）。

１．荒川上流部改修100周年実行委員会
荒川上流部改修から

年

【第１回実行委員会】会議状況
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【第１回実行委員会】会議状況
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■第1回実行委員会_委員コメント（抜粋）

・東松山市長：昨年の台風21号で、都幾川、市野川が氾濫危険水位を超えた。3 年連続の避難勧告
発令している状況。治水安全度を高めながら親水性を高めていきたい。

・和光市長：歴史を拝見して、荒川の西遷やカスリーン台風のことは知っているものの、まとめて知
る機会がなかったため、今回の委員会のような機会は貴重。

・吉見町長：荒川上流部改修100 周年に関して、水防イベントでブース設置し、継承していくことが大
事と考える。
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２．荒川上流部改修100周年実行行事
荒川上流部改修から

年

● 関係自治体等をリレーする巡回パネル展
● 荒川上流部改修100周年シンポジウム（仮称）の開催 など
● 関係自治体等が開催するイベントへのパネル提供
● 博物館の企画展等と連携したパネル展示
● 地域のまち歩きツアーと連携したインフラツーリズム（荒川の現場見学会）
● 荒川の歴史、防災、環境等に関する出前講座
● 荒川図画コンクール等と連携した荒川魅力再発見する試み など

● ポスター、卓上のぼり等の掲示
● 関係自治体広報誌と連携した行事の告知
● 新聞広告やテレビメディア等を活用した情報発信
● 荒川上流部改修100周年のＨＰサイトの活用
● 荒川にまつわる情報をとりまとめたコンテンツ拡充（100ネタ）
● ＨＰリンクバナーやＳＮＳを活用した広報 など

１．実行行事

２．「100周年実行行事」を周知するためのツールなど



３．巡回パネル展の開催について
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� 荒川上流部改修100年の概要等をまとめたパネルを活用し、リレー方式で

関係２４自治体を巡回するパネル展を開催

� 開催期間：平成３０年２月～平成３０年１１月

� 上流・下流の２ルートで、順次、巡回パネル展を開催

� ２月２日（金）川越市役所において、巡回パネル展オープニングセレモニーを開催

パネル展オープニングセレモニー
（川越市）

巡回パネル（桶川市）

荒川上流部改修から

年

４．荒川上流部改修100周年シンポジウムの開催
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� 概要：荒川上流部改修１００周年を広く周知することを目的に、シンポジウムを開催

� 開催期間：平成３０年１１月を予定

� 実施場所：実行委員の自治体で、広域な方々が比較的集まりやすいホールにて開催

（川越市にて調整中）

� シンポジウム開催内容（案）

①講演会

②パネルディスカッション

③その他 （図画コンクールやインフラツーリズムでの取り組みを連動することも検討中）

※シンポジウム開催内容等は、今後の実行委員会において、調整・決定する

シンポジウム（イメージ） シンポジウム（イメージ）

「（仮）これまでの100年とこれからの100年」をテーマとして展開

荒川上流部改修から

年




